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測定状況	

　作業結果は以下の通りである． 
1) シュミット望遠鏡の観測開始からの乾板リストに掲載されている枚数：                   7,039枚 
2) 欠番，紛失等，および望遠鏡の光学試験用の撮影乾板など，スキャンを省略した枚数： 536枚 
3) 特殊目的のために手札判で撮影されており，今回スキャンを省略した乾板の枚数：    　235枚 
4) 事故や天候の影響により星像が撮影されていないため，スキャンを省略した枚数：　      33枚 
5) スキャンを行った枚数：                                          　7,039 - 536 - 235 - 33 = 6,235枚 
 
 

写真乾板（ネガ）： 
　木曽観測所で使用した写真乾板はコダック社製
で厚さ１ｍｍ、サイズは36cm角が使用された．
シュミット望遠鏡での視野は６°ｘ６°である． 

　木曽観測所の105cmシュミット望遠鏡で撮影された写真乾板は，1975年の観測開始から1999年
までに7039枚が登録されている．1999年以降写真乾板による観測は行われていないが，すべての乾
板が観測所内の保管庫に収納されている．これらは，天体現象の数十年スケールの時間変動や突発現
象の研究に有効に利用されるデータを提供するものであり，貴重な資料として保存されねばならない．
またこれらは，保存だけでなく有効な利用を可能にするためにデジタル化して公開することも重要で
ある．本プロジェクトはこのような観点から，木曽観測所のシュミット乾板をすべてデジタル化する
目的で2015年に開始され，2019年3月の段階で全ての乾板のデジタル化が完了した．尚、デジタル
化データの公開については，「Y05b」古澤順子氏の「ー公開システムの開発」を参照頂きたい． 

　乾板のスキャンには，A3判フラットベッドスキャナ（EPSON：ES-G11000)を用いた．透過光方
式で乾板をスキャンしデジタル化する．木曽観測所の写真乾板には4つのウェッジが焼きこまれてい
るが，その内2つをカットすればA3判でほぼすべてを取り込むことができる（下図参照）.  
スキャンは解像度を1200dpi に設定し，tiff画像（１枚約230MB）形式で保存している． 
 

スキャン方法	

はじめに	

写真乾板保存室（内部）： 
　木曽観測所で撮影した写真乾板は全てこの写真乾板保存室に収納 
されている．登録済みの乾板は7,039枚もあり，貴重な資料となって 
いる． 

105cmシュミット望遠鏡： 
　長野県木曽郡木曽町に1974年に
設置された．口径：1050mm　　
焦点距離：3300mm 

スキャン領域： 
　A3用のスキャナを使用したため、写真
乾板の東西のウエッジがカットされた状態
でスキャンを行った． 

測定状況： 
　上図は7039枚の写真乾板のスキャン状況を示している．　　　      　　
■スキャンされた乾板．■欠番、紛失、試験観測等で除外された乾板．
■規格外の理由で除外された乾板を示す． 

写真乾板スキャンシステム： 
　写真乾板のスキャンシステムの全体像を示す．このシステムによ
り写真乾板一枚の測定は大凡１０分程を要した． 

フラットベッドスキャナ	

写真乾板	

乾板撮影天域の分布	
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　木曽観測所で写真乾板を用いた観測により実際に観測された領域を示す．シュミット望遠鏡におけ
る写真乾板の視野は６°ｘ６°となっており，ここで表示されている楕円は，シュミット乾板のおおよ
その視野を表している．尚，右図はDEC=+45°～+90°，下図はDEC=-45°～＋45°を表している． 

国際的な状況	

　2018年8月のIAU総会で，歴史
的天文データの保存，デジタル化，
及びその研究について，共同して
推進すべきことが勧告された． 
（右資料参照） 

　2019年3月Bambergにて，歴史
的天文データの保存，公開，および
その研究利用に関する国際研究会    
”AstroPlate III” が開催された． 

https://www.sternwarte.uni-erlangen.de/large-surveys-2019/program/ 
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